
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 4 回 理事会  

日 時 平成 28 年 6 月 9 日 19：40～21：45 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、井手伸二、小無田彰仁、小泉徹児、重松康志、山下潤一郎、賀村 肇     

永木照彦、小柳 傑、高柳公司、浦川純二、志岐浩二 

監事：平野英三、大木田治夫 

部長：坂井孝行 

委員会：足利雅浩 

学会関係：田中 健、脇屋光宏 

書記：眞壁和子、當眞嗣翔 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）定時総会で予定されていた『表彰式』の延期について 

平成 29 年 2 月 18・19 日に開催される第 28 回長崎県理学療法学術大会にて表彰式を執り行う。表彰
状に特別功労賞と記載。表彰状のサイズを B4 に変更。文面・その他問題がなければ、表彰状を作成す
る。審議の結果、提案通り可決された。 

２）平成 28-29 年度長崎県理学療法士協会新組織図の関係者の担当(案)について 
今回から各部に副部長・各地区に副代表を追加。また、各地区で事務会計係・学術会研修係・研修事

業係・社会係を選出してもらう。加えて、各地区に担当理事を配置し地区活動に関与してもらう。審議
の結果、提案通り可決された。 

３）新入会会員の承認について 
入会 32 名 退会 2 名。審議の結果、提案通り可決された。 

 
（２）報告事項 
 １）H28.5.21「臨時士会長および事務局長研修会」の報告について 

5 月 21 日に開催され JPTA と各都道府県士会事務局の縦の連携構築と各都道府県レベルで横のネット
ワーク構築が主であった。事務局員を雇う等の事務局機能を強化するために 6000 万円を分配したいとい
うことになり、長崎でも島嶼部などの地区と連携強化等を援助してもらいたいため、組織運営検討委員
会等でも話し合っていく予定。 

 ２）第 1 回協会指定管理者中央研修報告について 
6 月 5 日に開催され PT は評価・予後予測を行えることが強みであり、公の場での発言も可能。その

為に良い PDCA を浸透させたい。学校教育に関してもデータを取っており学生評価に関しては未だ知識
や技術より情動に重きが置かれているのが現状である。また卒後教育に関しては管理者ネットワークの
構築をより充実させていきたい。指定管理者育成は、各士会で急性期・回復期・生活期・教育機関の 4
つの職域に振り分けそれぞれ世話人を出し中央研修に参加。それを各士会に浸透させたい。 

 ３）平成 28 年度第 7 回全国訪問リハ地域リーダー会議の報告について 
5 月 20・21 日に開催され訪問リハの実施機関に訪問看護ステーションを追加するにあたり、オランダ

のビュートゾルフという訪問看護チームを参考にしたいとのこと。昨年度はプロトタイプの事例集を作
成。今年度はそれを参考に事例集を作成する。長崎は全国 1 位の事例提出数という実績がありその取り
組みについて話をしてきた。 

 ４）平成 28 年度長崎県障害者スポーツ大会支援活動の報告について 
長崎県立総合運動公園と長崎東コミュニティプールで行われスタッフ 10 名参加。雨のため依頼者が少

なかった。関係者には啓発が進んでいるが競技者に周知できていないことが反省点。事前会議等で話は
しているが当事者には伝わっていない。次年度は会議のときにビラなどを配り周知を図りたい。 

 ５）第 28 回長崎県理学療法学術大会経過報告について 
大会日程は 2 月 18・19 日。2 日目の朝にセッションを入れその後韓国とシンポジウム・市民公開講

座という予定。会場は深江ふるさと伝承館と深江町公民館となった。テーマは「Quality～未来へつなぐ
専門性」。基調講演と韓国のシンポジウムの内容について再考。今後は 7 月までの準備のタイムテーブ
ルを作成する。8 月から FAX 通信による協会ホームページでの広報活動開始予定。目標の参加者数は
300 名、演題数は 45～54 演題。 

 ６）ねんりんピック長崎 2016 の競技内容の変更(佐世保市の依頼競技の変更)について 
佐世保市のねんりんピック準備室から支援競技の変更依頼がありテニスと太極拳が取り消し、ダンス

スポーツが追加。トータルで 11 競技を支援。 
 ７）介護予防・健康増進キャンペーン 2016 の内容と開催補助金について 

7 月 17 日に全国一斉開催の啓発活動が行われ長崎では諫早にて開催。協会から上限 50 万円の開催補
助金があり、このキャンペーンと島原の活動を合わせて申請し啓発活動予算に充てる予定。 



 ８）事業部 28-29 年度の構成員と年間日程について 
事業部 28-29 年度の構成員スタッフは 16 名。平成 28 年度啓発活動の予定がおおよそ決定した。県北

の少年ソフトボール大会は参加費を徴収する方向性であり、監督達の了承が得られれば景品等に充て
る。 

 ９）『第 13 回 長崎県ねんりんピック』の支援活動の報告について 
5 月 14 日に第 13 回 長崎県ねんりんピックが開催され、支援活動を行った。 

 １０）第 138 回 九州地区高等学校野球大会兼熊本地震復興大会の報告について 
5 月 10 日～16 日に長崎県営野球場・かきどまり球場にて開催した。 

１１）平成 28 年度 九州ブロック会現職者講習会(案)について 
講師は対馬病院の山田先生と光晴会病院の北川先生に依頼。会場の長崎県美術館ホールは 100 名程度
の収容なので、100 名締め切りで募集する。 

 １２）その他の報告事項 
・理事会議事録をホームページに更新する方向で動いている。 
・代議員総会で地域包括システムに向けて PT・OT・ST の連絡協議会を立ち上げている県がほとん
ど。リハ専門職団体の窓口を一本化しないと県から事業が降りてこない為 OT・ST にも話をする方
向で早めに動きたい。 

・6 月 25 日に地域ケア研修会を予定していたが、テーマが介護保険系から総合支援事業へ急遽変更と
なった為講師は未定。6 月 25 日まで決定困難な為 9 月に延期する。 

 


